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■昨年は気候が季節に反映せず暑かったり寒かったり。きのこも人も大変だっ

たにもかかわらず、たとえ火の中水の中、新型インフルエンザが猛威を奮おう

と千葉菌は動じず。きのこパワー恐るべし。（公） 

■今年度は新型インフルエンザにかき回された一年でしたが、大洪水、大雪、

大地震も続きました。一昔前なら、「疫病と大飢饉で世界の終わりかという時

に、呑気にきのこ探してる場合じゃないよ。」みたいなことになっていたかも

しれません。現代で良かった！（悦） 

■今年も本誌を発行することができます。皆さまのご協力に感謝いたします。

（幸） 

■最近、面白いな～と思う雑誌は、新潮社から出ている季刊「考える人」。丸

谷才一が日本文学や評論についてあれこれコメントするインタビュー、椎名誠

の水をめぐるレポート、内田樹が身体論を軸にいろんな分野の人へのインタビ

ュー、どの連載も面白い。2009 年秋号の木滑良久への短いインタビュー記事

も興味深かった。2010 年冬号では、痴呆老人に蘊蓄の深い大井玄のインタビ

ュー、これも面白い。すみずみまで読める雑誌。きのことは全く関係ありませ

んが。（春） 

 

□本誌に加え、ホームページへのご意見ご感想などもありましたらお聞かせ下

さい。またご要望も受付けております。なおホームページのアドレスは下記の

とおりです。（事務局） 


